
１ 事業名 

令和元年度教育事業 「体験の風をおこそう」運動協賛事業 

  「テンパークちゃれんじくらぶ ～ドキドキ わくわく・冬～」 

 

２ 趣 旨（事業の目的） 

自然体験を通して、自然を大切にする心、豊かな感性や思いやりの心を育むとともに、ボラン

ティアの高校生・大学生また参加者同士の交流をとおして、コミュニケーションの力を育む。 

 

３ 期 日   令和２年１月１１日（土）～１２日（日） 

 

４ 参加者   ７３名（盛岡市、滝沢市、八幡平市、久慈市、花巻市、奥州市、北上市、雫石町、

金ケ崎町の小学３～６年生） 

 

５ 後 援   岩手県教育委員会 

 

６ 内 容 

（１）日程 

 

(２)指導者 

       国立岩手山青少年交流の家  企画指導専門職     工 藤 祐 幸 

企画指導専門職     松 本 博 路 

                   事業推進係       日比野 功 宜 

                               小笠原 洋 介 

指導補助            法人ボランティア    １５名 

 

(３)企画のポイント 

参加した小学生が、安全に楽しく２日間を過ごすことができるように、体験活動支援セミナ

ーに参加している高校生や大学生を、グループリーダーとして配置した。そして、小学生が高

校生や大学生とのふれあいや体験活動を通して、友達作りや班で協力することの大切さを学ぶ

ことができる機会とした。 

企画立案に際しては、法人ボランティア向けの事業「ボランティア・ブラッシュアップ・プ
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ロジェクト」において企画会議、事前準備を行い、活動全体を通してコミュニケーションが深

まるようなプログラム構成を心掛けた。そして、それぞれの活動において、参加者同士や高校

生、大学生とのコミュニケーションを図ることができるように配慮した。日程については、冬

季の実施ということも含め、天候や気温等によるプログラム変更に柔軟に対応できるよう、ま

た小学生と高校生、大学生が十分に関わることができるようにゆとりをもって設定をした。 

 

(４)広報のポイント 

年度当初に年間の事業一覧を岩手県内全児童に配付するとともに、当施設ホームページに事

業日程を掲載してきた。また、盛岡市、滝沢市、八幡平市、雫石町の各小学校と報道機関へは、

開催要項とチラシ、ポスターを送付した。 

 

(５)運営のポイント 

参加した子供たちが楽しく安全に過ごすことができるように、子供たち７～８人の１０班に

セミナー参加者を２～３名ずつグループリーダーとして配置するとともに、統括リーダーがフ

ォローできる体制を敷くことで、子供との関わり方等について相談したりアドバイスしたりで

きるようにし、班のコミュニケーションを深め、より楽しく活動できるようにした。 

また、全体での共通理解を図りながら運営に関わることができるように、階層型組織キャン

プを構成し、本部ミーティング、スタッフミーティング、スライドショー撮影ミーティング、

生活班ミーティングなど役割を明確にした組織運営体制を敷き、安全に留意したプログラム展

開を実践した。（補足資料参照） 

 

８ 成果とその普及 

参加した子供たちの中には、始めは不安や緊張を感じていたところもあったが、各グループの

リーダーや仲間と関わる中で打ち解け、仲良く活動を楽しむ姿が見られた。子供たちがグループ

リーダーに親しみをもって関わっていくことで、グループリーダーたちも次第に自信をもって、

子供たちと関わるようになっていくなどの相乗効果も見られた。参加者のアンケートからは「今

まで参加してきて、どれも楽しかったですが、今年が今までで一番楽しく思い出に残って、とっ

てもいいテンパークでした。中学生になって、参加できなくなる年がありますが、高校生になっ

たらまたやりたいです。」「夏と冬では同じところでも季節が違うと感じ方も違うからもっとこ

れからも参加して、直接体験をしたいです。」「今までの参加では、３、４年生だったので、高

学年の人にやさしくしてもらっていました。でも、今回はグループ内でも大きくて、小さい子た

ちのことを考えることができました。そういう経験はあまりないと思うのでよかったです。」な

ど、高校生や大学生と活動したことで将来また高校生になった際には参加したいといったもの

や、自然の厳しさや偉大さについて直接体験を通して感じることができた、異年齢との関わりの

中で自分の役割を見出すことができたというような肯定的な感想が多く寄せられた。活動中の様

子からも、子供たちに「生きる力」として必要とされているコミュニケーション能力の向上につ

なげることができた。１泊２日という短い期間ではあるが、子供たちが十分に満足できる活動を

提供できたものと考える。 

上記の成果が上げられたのは、企画のポイントにも掲げた、日程にゆとりを持ったことも大き

な要因として考えられる。一つ一つの活動に余裕をもって取り組むことで、満足感の高い体験が

可能となり、短い期間の中でもより充実したものが提供できたのではないか。 

 

 



９ 今後の課題 

初めて参加する子供だけでなく、参加経験のある子供たちも満足することができるように、企

画に携わる法人ボランティアとともに情報収集を図りながら本施設の特色を生かし、新規のプロ

グラム開発も視野に入れ活動内容を企画・運営していくことが必要である。また、当日の運営も

含め、企画段階から法人ボランティアの裁量で判断できる事案は法人ボランティアに委ね、自主

性や企画力を養成する場となる様にコーディネートしていくことも大事であると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ドキドキ  わくわく  友達づくり」     「ドキドキ  わくわく  創作活動」     「ドキドキ  わくわく  雪遊び」  

 

【補足資料】 テンパークちゃれんじくらぶ及び体験活動支援セミナー 組織図 
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令和元年度　体験活動支援セミナー・冬　組織図
国立岩手山青少年交流の家

【各階層の役割】 生活・活動班の役割　　…　　班の子供の安全管理及び生活指導を行う。

①人数把握をこまめにする
②自分自身が模範となり，生活指導を行う（食事，入浴，ベッドメイキング，活動場所の使い方等）
③心と身体の安全を確保する
④自然の中で，十分楽しませる
⑤些細なサインを感じる
※点呼の報告は統括リーダーに伝える。子供との関わり方等の悩みや相談は統括リーダー，統括チーフが対応
その他，キャンプ中に発生する様々な事象について，統括リーダー→統括チーフ→本部MTの順で情報共有を図る

本部MT　　…　　全体の最終判断を行う。

スタッフMT　　…　　各活動プログラムの運営に際し，状況確認
と人員配置等の動線の最終決定をする。また，各活動プログラ
ムの補助スタッフとして，主に物品の準備等を行う（自らの担当
の時間帯はスタッフに指示を出すリーダーとなる）

スライドショー作成の手順
Windowsムービーメーカーを使用
チームで全体の構成を練る
　　↓
カメラスタッフが撮影し，良い写真
を選定する。（各プログラム30枚程
度）
　　↓
編集チーフがPCを使って作業
　　↓
　完成

職員

職員 職員

生活班MT　　…　　主に子供の状況把握に勤める。健康状態
や怪我，安全確保について情報を集約する。点呼や様々な相
談は迅速に統括チーフに情報を伝達する

スライドショー撮影MT　　…　　写真の撮影及び選定，スライド
ショーの作成を行う

体験活動支援セミナー参加者

各班２～３名

 


